
じゆうがく

９月 16日(月)に「第 24回馬場区敬老のつどい」を
自治会館で開催されました。 

当日は天気もよく、70歳以上の 113名の方々にご来場いただき、小学生
のバイオリン演奏や手品、地元出身芸人さんのものまねショーなどを観て
いただきました。会場からは、「上手に弾くなあ。」「えっ、どうなって
るの？」「似てるわぁ、特徴とらえてるなぁ。」などと、出し物ごとに感
嘆の声や大きな拍手が起こりました。 
最後には、毎年恒例のビンゴゲーム！今年も大変面白く、楽しい一日と

なりました。お帰りには、赤飯と記念品をいただかれ、皆さん笑顔で帰路
に着かれました。 

 ９月 27 日(金)、竹寿苑にて粟生自治会主催の敬老の集いが

開かれました。 

午前の部は、神足落語研究会による落語。まずは、浪速亭福助さんの一席。ゴルフ

のキャディーを、お年を召した初心者が努めたら…。一所懸命頑張るも専門用語を聞

き間違えたりルールが分からなかったりして、プレーヤーとのちぐはぐなやり取りに

会場からは笑い声が。次は、何亭きらくさんの一席。経営難の病院を立て直すには？

という会議の様子…、ある人が思いついた「受付の前に、カラオケで１曲歌える」と

いう珍案。訪れた患者たちは皆、持病の辛さを面白おかしく歌に乗せて訴えます。熱

のこもってきた会場からは、１曲歌われるごとに、笑いとともに拍手が起こるなど、

にぎやかな会となりました。 

午後の部は、津軽三味線竹水会の福島恕水導主師範による三味線と尺八の演奏。

参加者は、力強い演奏に感動、時には唱和し、演奏される懐かしい曲にいにしえ

の想いにふけるなど、心に残るひとときでした。「ボケない小唄」で一同大合唱

し、敬老のつどいをしめくくりました。 

 
 10月 14日(月)に井ノ内公民館で「敬老のつ

どい」が開催されました。 
マジックショーでは、波戸建治さんによるマジックの手際のよさに

加え、種明かしも交えた演出に引き込まれました。次に、アコーディ
オン・キーボードの演奏や合唱を楽しみました。アコーディオン奏者
のさとえもんさんも、参加者全員の合唱に、「思っていたよりも大き
な声で、びっくり。うれしいです。」と、とても満足そう。アンコー
ル曲「情熱大陸」では、左右の手指の動きに、参加者の目は釘づけで
した。キーボード奏者は、小泉節代さん。「あかとんぼ」や「ふるさ
と」などを全員で歌いました。最後に、会場から「『幸せなら手をた
たこう』で体も動かしましょう」と声が上がると、全員で振りを付け
ながら歌い、会場が一体となった楽しい 
ひとときでした。 
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馬場自治会  
  
 

敬老の日 
「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」 

（国民の祝日に関する法律第２条） 

地域では、楽しい催し          が開催されました。 

粟生自治会  
  
 

井ノ内自治会   
 

「敬老のつどい」 
  

 



【問合せ】 長岡京市教育委員会 生涯学習課生涯学習・文化財係 電話：075-955-9534  ＦＡＸ：075-954-8500 

                                                         EMAIL：syougaigakusyu@city.nagaokakyo.lg.jp 

 

【ご案内】 
生涯学習課では、各自治会等での取組を「生涯学習活動だより『自遊学』」に随時掲載し、各自治会

にお届けしています。 
各自治会等で取組を実施されます際には、日時・内容等を事前にご案内いただけましたら取材に伺い

ます。また、お伺いできなかった取組につきまして、内容等を事後にご報告いただきましたら、「自遊
学」でご紹介させていただきます。 

９月 21 日(土)、本年度３回目の開催になりました。 

前回は、３組の方から修理依頼がありました。まずはプラレール。

分解点検すると、絨毯の毛等が回転軸に巻き付いていたので、取り

除いて完了。次は、５歳のお子さんが持参された３つのおもちゃで、

アスタコ(双腕重機)と２台のショベルカー。アスタコは、アームの

ストッパーが壊れていたので、ビスで代用。ショベルカーはアーム

が外れるため、ストッパーを後部に挿入して外れないように、また、

もう１台は、ぐらついていた本体の回転軸の針金に座金を追加し、

半田付けして固定、修復。最後は、動かない犬のおもちゃ２台。い

ずれも電池が不良で電池交換で動くようになりました。 

東台自治会 室内で楽しむガーデニング  

「秋の花の寄せ植え」 
  

 年４回実施の「室内で楽しむガーデニング」。今年度２回目を迎えま

した。「暑さ寒さも彼岸まで」とはいうものの、毎日暑い日が続く９月

18 日(水)、一足早く「秋の花の寄せ植え」を楽しみました。東台ガー

デニングクラブの小林さんがアドバイス役。 

今回は、セロシアやペンタス、コレオプシス、アルテナンテラなど

の花材６種類を使ました。まず植えるまでに、花の向きや全体の構成

を考えていきます。その後、鉢底に赤玉土を敷き、一株ずつビニール

ポットから花を出して定植していきます。寄せ植え中には「花殻やき

たない葉は取ってやってください」「ビニールポットから出したら、下

の方の土を少し崩してやるとよいです」などとの小林さんのアドバイ

スに、参加者は作品全体に目を向けながら植えつけていきました。全

体に植え付けが終わると、株と株の間に土を入れて完成です。全員が

できたところで、作品を鑑賞し合い、「同じ種類の花を使っても、出来

上がりが全然ちがうね」とお互いの作品に見入っていました。 

長四小校区   

「おもちゃ修理教室」 
  

 

今回は、朝から小雨の中、修理依頼の方が見えず、会員のプラレールの修理をスタッフで５個ほど

行いながら修理依頼者を待っていると、ほどなく、親子が壊れたおもちゃ５点を持参されました。ま

ずは前にも修理したピアノで、今回も音が出なくなったとのこと。調べてみると、前回同様基板の接

触面が悪かったため、綺麗にして音が出るようになりました。次は、けん玉。紐が切れてしまってい

たので、その紐を再度穴に通して直しました。他に、キッチンママごとセットは、残念ながら基板が

壊れていて修理不可。また、ハンドルのおもちゃは、光は出るようになったものの、音は修理できま

せんでした。ヘヤードライヤーのおもちゃは分解不可能で、修理を断念してもらいました。 


